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???????????????? ?ー???、?????、???????????っ 、 ー ? ?っ?? ? 。
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????????????????????「 ??????????」???
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さるほどに1、 嘉応元年七月十六日2、 一院御出家あり3。 御出冢の後も3'.万機の政をき
こしめされしあひだ4、 院内わく方なし廴。院中にちかくめしつかはるる公卿殿上%.'・












































も弓のはずつきいれなンどして1帆 、簾かなぐりおとし102、 御牛の鞦 ・胸懸きりはなち
105'、かく散々にしちらしてユ04、悦の時をつ くり105六 波羅へこそまいりけれ116。 入
道 「神妙なり」とそのたまひける107。 御更ぞひには108、 因幡のさい使ユ?、鳥羽の国
久丸と云おのこ110、 下菰なれどもなさけある者にて111、 泣々御璽つかまッて112中 御
門の御所へ遠御なし奉るU3。 束帯の御袖にて御なみだををさへつつ114、 運御の114'1
式のあさましさ115、 申も中々おろかなり1160大 織冠 ・淡海公の御事はあげて申に及ず
117,忠 仁公..よ り以降U9、 摂政関白のかかる御目にあはせ給ふ串120、 いまだ承及
ず1210是 こそ平冢の悪行のはじめなれユ22ρ小松!一1.こそ大にさはがれけれ.,1?Juゆ きむ







表2a・ 部類.;串 件.r小 事件」.「 小事件郡Jの 表
A・9.沐 の音累 一 ・
鎚 茴盒天皇御即位,・ 〔先行章段〕
1.A.3"噬(1～3)
2～舘1・靆 鑾 難 墾1117-31)
Abt平 資盛 は遊びか ら帰 る(21～26)
3.Abi関 白と資盛は乗 △い 、`{しなか た滷成は希1蝉される(?2～49)
∩b4'関 白は奉行を課める
6∠ACAcl難臨 嬲 糶 毒鬻 鸛 一82)
Act渣 盛の侍 は関白を待 フている(83～85)
7.∩c3洩 成のイ は 白の御供をIYめ 、 もとどウを切 る(86.～99)(
7'.)Ac4渣 盛の侍 は関白の車 を襲 う(10⑪～104)
8.Acs'潼 盛の侍は六波羅へ帰 る(105～lOG)
Ach関 白は行方不明にな り、賤民の家で見つか る
Ac7'・ 闘白の還御 に御 供が一入だけ仕る(108～11J)
9.Ac8重 盛は資盛 と奉行を課 め、事件を奉行の所為にする 〔Beを含む〕
Rc8'.成 は滷成 と奉行を諌め、 件を咨成の所,、、,に寸る 〔124～9〕 〔Beを含蓄〕
Ac9西 八条にもとどりのこ しらえものがある
Ac10元 服が延ばされる
FiCユ1御 供が一入かつ らを結 んで、院参(、 そして出家)す る
Hc12関 白は院参
B・ 件、、述の部類(表 現 ・行為)・ 一部
4.Ba重 盛は舶を伝え聞 き、次に清盛が伝え聞 く
Ba'・ 資盛はAaを 重盛、そ して次に済盛に伝 える
Ba".資 盛は∩aを済盛 に直接に訴える(50～51)5
.Bb蔵 は 騒 ぎを鎮め イに箪・土(61～65)〔Ceを 含 む〕





Be重 盛 は奉行、あるいは資盛 を批判する 〔自c8,臼・二t;'に含まれる〕
C・ 評 西・信念 の部類の一iT編(部 類∩,Bに 依存)
Ca院 近 くの公卿は、平家が国 ・荘圏を塞いで いる事に丕満(10～11)
Cb'幽 院 も平家に不満(12～13)
Cc量 蔵 の¥1断:報 復 れば世の中が舌れる 〔Ebに含まれ る〕
CJ報 復車イACは 頁正房白に対 し、1例 のない恥膿(靆 、源、延、
長、薗)/恥 辱の始め(屋 、'fl:)で あ る(114～121)
Cd'平 家悪哘 の始 めである(122)
Ce盛 の覧'1断:報 復 してはならない 〔一>Ebに含まれる〕
Ce'重 盛 は(報 復を)嘆 く(123)
Cf済 盛 の聖断:省 盛の馬やすす ぐべ し 〔ECに含まれ る〕
Cf'済 盛の斈1断:次 盛の恥をす一いでよか フた(107)
Cg・ 盛の半1断:畜 蔵は 件の青1で あ る 〔Bb,ﾟ8に 含 まれる〕.・・
D.罕 説 その他(場 面 設定、L纏め、背号、接続..)の 部類の一断編(部 類R,Bに 依存)




Dd'Aa'に もかかわ ら 鴨、Da'、C∂(3'～5の 接続 としての面)
DeCbが 行重に移 らないま『ま 自b.ρcカく己こる(14.15)
DfDeが 世の乱れの元(盛;運 の傾 くべ き節)と なる(16)
Dg資 盛 は舶の時、越前の守で、大変若 い(17'～1$)...
戳禰辮 劣辮蔚黙 騨lll羈…霾黙 難1
類D・ の始めだけを扱った(Gh雪 がほだれに降っていた(19),巴 枯れ野の風景は美し
かった(20)、 と蕚 く)。 下線は覚=一本の 「小事件」を示す。括弧で囲まれた数宇は、裳の






りである(常 用漢.=.一7一に より表記、セの番号は便宜上 セの頭 に付加 した);' .
筝将碧齧ひ駿籌灘 聽講!蓉華擘三覦 擣駄111鑼體擺篶隻
りけり、20枯 野のけ しき誠 におも しろかりければ、21わ かき侍ども三十騎斗か りめ し具 し
,て、22蓮 台野や紫野、右近馬場に うち出て、25黶 どもあまたすへ させ、24iﾟ.雲 雀をおッ
たて おッたて、25終 日か り暮 らし、25'薄 暮に及て 価 六波羅へこそ帰 られけれ。27其 時
の御摂禄は松殿にてま しま しけるが,28郁 芳門よ り入御あるべきにて、50東 洞 院を南へ、
31大 炊御門を西へ御出な観32資 盛朝臣、大炊御門猪熊 にて、33殿 下の御出にはなづきに
まい りあふ。
宜以外の本については、主な異同のみに注 目した。盛 "16"其 時然べ き運 の傾 くnn17にや、17同 二年七月三 日、Y.法 勝寺へ御幸ありければ、27
当時の摂禄基房公(小 字)号 松殿"28"参 給け り。'32'遇 御の後:殿下三条京極を過給ける
に、h三 条面に女房の重 あ り。...ti4居 飼御厩舍入等、35更 よ り下るべ き由責けるに、
42'聞 入ず して、43や り過 んとしけるを、102狼 籍也とて前の簾、並 に下すだれを切落た
りけるに、x:..×...4a'追 県て散々 に打けり。ltil"/U1"東 京極の小屋にや り入 にけ




雅盛が冢に行た りけ るが、26/JJ帰 ける間参会にけり。
四18其 頃越前守御(小 字)生 年十一才CI相 具若侍十四玉人22/26'自 内野遊返時
2靖ﾟ臣...松 殿2廴 御所従法住寺殿中御門東洞院宿所成還御。3c'六 角京極33資 盛参
合。
源7S為 小黶狩12降 包枯野景気憐之Pe1'25'及 タ'互 下穴宮大路還。"32"大 炊御門
大宮
延IG代 の乱れける恨元は、17'小 松内大臣重盛_二 男2了 はUた かあまたすへ させ
て 籌"タ 日山の端に傾て26':京 極 を下 りに被帰け り。
長 亜世の乱れそめける根元は20..景 色..25'日 山あ端にかが りければ26帰 られけ る
に、"28"院 の御所法住寺殿へ参 らせ給ひて、23'運 御有けるに、..至 参合 う。
薗'1'r'嘉 応元年..n21n..二 三騎.."23'小 鷹 ノ遊覧 トゾ聞ヘ シ'19'折 シモ薄雪 降タ
リ..
屋,里 世の乱れ初 ける始は..
表中の厚線 は、最短文の切れ目を示 し、対応するセを結ぷ(下 線あるいは
「"..."」 、 「'...'」 で示 された撒妙 な意昧的なずれを無視 した)。 矢印 「桜」は、文
頭に向かって移動 して きた最短文を示す。 景 短文配歹収寸照表を基 に、ほぼ次の最
短文の切れ目の分布表 が得 られる。
















3・..4A縅 　瓢 ∴、'∴45"撫 細 ㈹ ・
鋼 ∵ 陣鸛 姻9・撫 櫛・
各閃 衢ρ部分 的幌存ε
剛 ●嘩'」 ・・恥'噸:＼'1… 騨 昇ご騨
ゴ嚇 .・・の・の左助・諦'麻 喝:幗 叺
30):!(i皰程・
.・'rの鋤 い 吻 合細
4'1の 生蜘 脚 の吻 聯.響 ・子'嘲 へ
網 ∵ ∵1∵∵∴1'・
1.噸 呈一.不知大政入晦 駄1噸 高1嬲 押 晦 ∫、. 、
・
.!然脚 脚 騨 「不姻 騨 醐 只打働 聯 靴`・ 遡 身
・・,夜にて珈 れ.ば一殿下の養咄 と.も知らず「・1趣 りて(依 之)慵
'の醐 一し趣 ラ轡 ・らっ一 騨 姻 咄 欝 ∴ 引1音 きほど
lllり四(醐 轡 ∵1つ や禿導の孫と鰯
・ ・1・ 「何 者 ㌣ ∫一 ・」 丁…
、・ く ら さ鵬 し・ 鰍 の 人h一'つ や
.づ.や.・ ・
⑫ 働 脚 き'騨 を・'1ら　 『「洛屮畔 のるもの'ド.'」・一'く




注'鹵 でほ系統闇の共通点と変換関係も示されるが、;詳しい説明を省略する。 「一 一
→」、 「四部1'→ 四部」を加えることによって、平田俊春(1991)'「 平家物語の批判
的研究」(国 文学刊行会)の 諸本相関に関するデータもほぼ説明できる。(平 田氏の 厂原
形1はYL.この 「四部1」 のよう,な推質のものと見るべきであうう。)
注:図 面 には、国文学 資料館で開かれた 「日本文学研究集会」(第14回 、平成
2年11月16～17日)で 発表 させていただいた ものが含 まれている。
一47一
*****発 表 を終 え て*****
平家物語 は、世界文 学の中で も希 に見る、複
雑 な過程 を経 て成立 したもので、まさに流動文
学 の傑 作 と云 える。諸本の本文の流動や変化 に
こそ この作品 が存在す るとまで言われてい る。
一 定の方式 の語 りを楽 しむ ことは、元 々その場
限 りの体験 であったかも知れ ないが、多岐にわ
たる階層の著者 ・編者の存在や何度 も繰 り返さ
れ た改作作業 か ら、 「平家物語」の逞 しい生命
力が実感 され る。
テクス ト言語学法 は確か に、作品の長い生命
に光 を当 てる一方法 にすぎない。 しか し、 この
方法で作品の成立状況 をかいま見 る事 がで きれ
ば、幸 いに思 う次第 である。
//彡畝 J
一48一
日 文 研 フ ォ ー ラ ム 開 催 覧




ア レ ッサ ン ドロ ・バ ロー タ(ピ サ大学 助 教 授)
AlessandroVALOTA




エ ンゲ ル ベ ル ト ・ヨ リ ッセ ン(日 文 研 客 員助 教 授)
EngelbertJORIﾟEN




リーA.ト ンプ ソ ン(大 阪 大学 助 手)
LeeA.THOMPSON




フ ォス コ ・マ ライ ー 二(日 文 研客 員 教 授)
FoscoMARAINI










セ ップ ・リンハ ル ト(ウ ィー ン大 学 教授)
SeppEINHART




ス ー ザ ンJ.ネ イ ピア(テ キサ ス大学 助 教 授)
SusanNAPIER




ジ ェー ム ズC.ド ビ ンズ(オ ベ リン大 学 助 教 授)
JamesC.DOBBINS
















ス ザ ンヌ ・ゲ イ(オ ベ リン大学 助 教 授)
SuzanneGAY
「中世 京 都 に お け る土 倉 酒 屋 一都 市 社 会 の 自 由 とそ




夏 剛(京 都 工 芸繊 維 大 学助 教 授)
HSIAGang
「イ ンタ ビ ュー ・ノ ンフ ィク シ ョンの 可能 性 一猪 瀬




エ ル ンス ト ・ロ コバ ン ト(東 洋大 学 助 教授)
ErnstLOKOWANDT




キム ・レー ホ(ソ 連科 学 アカ デ ミー ・世界 文 学 研 究
所 教 授)
KIMRekho




ハ ル トム ー トO.ロ ー ター モ ン ド(フ ラ ンス国 立 高
等 研 究 院教 授)
HartmutO.ROTERMUND




汪 向榮(中 国中 日関係史研 究会常務理事 ・日文研
客員教授)
WANGXiang-rung





ジ ェフ リー ・ブ ロ ー ドベ ン ト(ミ ネ ソタ 大 学 助 教
授)
JeffreyBROADBENT






エ リ ッ ク ・セ ズ レ(フ ラ ンス 国 立 科 学 研 究 所 助 教
授)
EricSEIZELET
「日本 の 国際 化 の展 望 と外 国 人労働 者 問題 」
2.1.9 ス ミエ ・ジ ョー ンズ(イ ンデ ィアナ大 学準 教 授)
19 (1990)SumieJONES
「レ トリ ック と しての 江戸 」
2.2.13 カール ・ベ ッカー(筑 波大学哲学思想学系外 国人教
20 (1990)師)
CarlBECKER
「往生 一日本の来生観 と尊厳死の倫理 」




一戦争中の 日本 に於け るイン ド留学生 」
2.5.8 イ ア ン ・ヒデ オ ・リー ビ(ス タ ン フ ォー ド大 学 準 教
(1990)授 ・日文研 客員助教授)'12 IanHideoLEVY
「柿 本人麿 と日本 文学 にお け るr独 創性 』につ い
て 」
2.6.12 リヴィア ・モネ(ミ ネ ソタ州立大学助教授)`L3(1990)LiviaMONNET
「村上春樹:神 話の解体」





2.9.11 馬 興国(遼 寧大学日本研究所副所長 ・日文研客員
25 (1990)助教授)
MAXing-guo
厂正 月の風俗 一中国 と日本」
2.10.9 ケネ ス ・クラフ ト(リ ハイ大学助教授)
26 (199Q)KennethKRAFT
「現代 日本 における仏教 と社会活動 」
27 2.11.13アハ マ ドM.フ ァ トヒ(カ イ ロ大 学 講 師)
(1990}AhmedM.FATTHY
「義経文学 とエジプ トのべ一パルス王伝説 に
おける主従関係の比較」
3.1.8 カ レル ・フ ィ ア ラ(カ レル大 学 日本 学 科 長 ・日文研
⑱ (1991)客員助教授)
KarelFIALA
「言語学か らみたr平 家物語 ・巻一 』の成立過程」
3.Z.12 ア レクサ ン ドルA.ド ー リ ン(ソ 連 科 学 ア カ デ
(1991)ミー東洋学研究所上級研究員)
29 AleksandrA.DOLIN
厂ソビエ ッ トの 日本文学翻訳事情
一古 典 か ら近 代 ま で 一 」
3.3.5 ウイ ーべP.カ ウテル ト(ワ ーゲ ニ ンゲ ン大 学 研
(1991)究員)
30 WybeP.KUITERT
「バ ロ ック ・ヨー ロ ッパの 日本 庭 園情 報
一ゲ オ ル グ ・マ イス テ ル の旅 一」
3.4.9 ミ コ ワイ ・メ ラ ノ ビ ッチ(ワ ル シャ ワ大 学 教 授 ・
31 (1991)日文研客員教授)
MikolajMELANOWICZ
「ポーラ ン ドにおけ る谷崎潤一郎文学 」
3.5.14 ベ ア ト リスM.ボ ダ ル ト ・ベ イ リー
(1991)(オ ー ス トラ リア国 立大 学 リサ ーチ フ ェロ ー ・
32 日文研客員助教授)
BeatriceM.BODART-BAILEY
「三百年前の京都 一ケ ンペルの上洛記録 」
3.6.11 サ トヤB.ワ ルマ(ジ ャワハ ル ラー ル ・ネ ー ル大
33 (1991)学教授 ・日文研客員教授)
Satya.B.VERMA
「イ ン ドに お け る俳 句 」








編集発行 国際 日本文化研究 センター
京都市西京区御陵大枝山町3-2
電話(075)335-2048
問合先
01991
国際日本文化研究センター
管理部 ・研究協力課
**********
国際 日本文化研究 センター


■ 日時
1991年1月8日
午後2時 ～4時
■ 場所
国際交流基金 京都支部

